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「NTT IOWN Technology Report 2024」の
公開について

NTT研究企画部門では，2019年に始動したIOWN（Innovative Optical and 
Wireless Network）構想とともに，より人々が豊かに生きていく世界を実現
するためのテクノロジーについてまとめた「NTT IOWN Technology Report」
を発表しています．このたび，新たに2024年度版を公開しましたので，本稿では，
その概要と更新のポイントについて紹介します．
キーワード：#テクノロジートレンド，#社会トレンド，#スマートワールド
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NTT研究企画部門

NTT IOWN Technology 
Report 2024の構成

2019 年 の IOWN（Innovative Optical 
and Wireless Network）構想発表以降，
私たちは着実にIOWN実現に向けたテク
ノロジーの研究開発を進めてきました． 
NTT IOWN Technology Report 2024で
は，現在到達しているIOWNの“現在地”
と“将来の姿”について， 4 つのルポルター
ジュレポートと 1 つの対談をとおしてお伝
えします．ルポルタージュレポートでは，
現在進行形で展開されているIOWNプロ
ジェクトの中から，産業領域に大きく貢献
し得る 4 つのプロジェクト〔海外データセ
ンタ，大阪・関西万博パビリオンのData 
Centric Infrastructure（DCI） 実 装， 遠
隔での工場保守点検，光電融合デバイス〕
をピックアップし，現地関係者へのインタ
ビュー取材から各々のプロジェクトのイノ
ベーションのポイントについて，臨場感を
も っ て 紹 介 し ま す． ま た， 対 談 で は，
IOWNの技術が発展しさらに普及した近
未来に，街づくりがIOWNによりどのよ
うに変わり，どんなサービスやソリューショ
ンが実現するかを，有識者との対談から構
想します．最後に，年々規模を拡大し，さ
まざまなユースケースを創造し続けている
IOWN Global Forum（IOWN GF） の
最新動向についても紹介します．

OVERVIEW: IOWN構想の 
可能性と現在地

日本社会は，多くの課題を抱えていると

いわれています．例えば，環境問題があり
ます．データ量の飛躍的な増加により電力
消費量が急増しており，特に都市部のエネ
ルギー需要は今後も伸びていくことが予想
されています．近年ビジネスの現場でも積
極的に取り入れられている生成AI（人工知
能）もその稼働には多くの電力が必要とさ
れており，技術革新の歩みを止めずに環境
とエネルギー問題の両方を同時に解決する
ことが求められています．さらに，労働力
不足の問題も年々深刻なものとなっていま
す．労働人口の減少に加え，建設業界や運
送業界などでは「2024年問題」と呼ばれる
ように，一刻も早く解決すべき問題だと考
えられています．

NTTが2019年に発表した次世代コミュ
ニケーション基盤「IOWN」は，まさにこ
うした問題の解決につながるものとなって
います．電力効率100倍＊ 1 ，伝送容量125
倍＊ 2 ，エンド・エンド遅延200分の 1 ＊ 3 を
めざして開発が進んでいるIOWNは，ネッ
トワークやコンピューティングの基盤の一
部を電気（エレクトロニクス）から光（フォ
トニクス）へと転換することで，大容量・
低遅延・低消費電力のコミュニケーション
基盤を実現しようとしています．私たちは
IOWN構想を通じて光による情報伝送技
術や情報処理技術と，それらを統合する新
たなネットワークアーキテクチャを実現し
ていくことで，ネットワークとコンピュー
ティングの世界にブレークスルーをもたら
し，新たな価値が創造できる未来につなが
ると考えています．

その構想を実現するために，私たちはさ
まざまな領域で研究開発を進めてきました．

ネットワークやコンピューティングに革新
を起こすオールフォトニクス・ネットワー
ク（APN）やコグニティブ・ファンデーショ
ンから，デバイス内においても電気から光
への転換を促す光電融合デバイス，さらに
はこれらを活用して多くのデータをリアル
タイムに処理することで多様な産業基盤と
のデータ融合や未来予測を可能とする「4D
デジタル基盤 ®」など，ネットワークから
コンピューティング，プラットフォーム，
サービスに至るまで，IOWNがかかわる
領域は多岐にわたります．2023年頭には

「IOWN1.0」としてAPNによる超低遅延
ネットワークサービスと，ネットワーク向
けの小型・低電力デバイスの提供も開始し
ています．今後はコンピューティング向け
として2025年までにIOWN2.0としてボー
ド接続用の光電融合デバイス，2028年まで
にIOWN3.0としてパッケージ間向けデバ
イスを開発し，2032年にはIOWN4.0とし
てチップ内（ダイ間）も光化していくこと
が予定されています．こうしたステップを
通じて光電融合デバイスをネットワークや
サーバにも適用していくことで，より高度
なコミュニケーション基盤が実現していき
ます．

こうしたIOWNの広がりを考えるうえ
で無視できないのが，AIの存在です．近年
産業を問わず多くの領域で生成AIの活用
や新たなモデルの開発が進んでいますが，
NTTもまた，40年以上の自然言語処理研

＊ 1 	 �フォトニクス技術適用部分の電力効率の目
標値．

＊ 2 	 �光ファイバ1本当りの通信容量の目標値．
＊ 3 	 �同一県内で圧縮処理が不要となる映像トラ

フィックでのエンド・エンドの遅延の目標値．
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究ノウハウを結集したNTT版LLM（Large 
Language Model）「tsuzumi」 の 開 発 に
取り組んでいます．tsuzumiのようなLLM
を発展させるうえでも，IOWNは必要不
可欠となります．現在 NTT は IOWN の
APNとLLMを組み合わせた実験を行って
おり，GPUすべてをフルに働かせながら，
なるべく最小限の計算機リソースで次世代
LLMの実現をめざしています．

REPORTAGE：ビジネスを加速さ
せるIOWNの衝撃

今，世界中で IOWN の実装に向けた
PoC（Proof of Concept）が進んでいます．
APNを中心としたネットワークの革新に
よるインフラの変革から ，コミュニケーショ
ン基盤のアップデートによる空間体験の変
容，長距離をリアルタイムにつなぐことで
実現するものづくりのゲームチェンジ，さ
らにはそれらの変革を下支えし，より高度
な基盤を実現する半導体パッケージの開発
など，国も産業も領域も超えて広がりゆく
IOWNは，現在進行形であらゆるビジネ
スのあり方を変えようとしています．本セ
クションでは，今まさに変革が進む 4 つの
プロジェクトの現場を訪ね，取材を実施し
ました（図 １）．

■IOWN×公共インフラ：2030年を支え
る新たな社会インフラ（海外データセン
タ）
私たちの生活を支えるインターネットと

いうインフラは，データセンタなしに成立
はしません．中でもNTTが“データセンタ・
アレイ”として知られる米国・アッシュバー
ンに有する大規模データセンタは，米国の
人々の生活を支えるものとなっています．
このデータセンタで，現在APNを使った
PoC が進んでいます．最近実施された
PoC では，4 km 離れたデータセンタを
APNでつなぎ，0.062 msの遅延，0.045μs
の遅延ジッタを実現しました．離れた地域
のデータセンタを圧倒的低遅延でつなぐこ
とができれば，インフラの柔軟性や強靭性
は大きく変わっていきます．実際にアッシュ
バーン現地を訪れ，今まさに進みつつある
インフラの革新についてデータセンタ関係
者の取材を通して迫りました．
■IOWN×都市空間：動的に変化し続け
る感情をまとう建築（大阪・関西万博
DCI実装）
2025年に大阪・夢洲で開催される大阪・

関西万博は，新たなテクノロジーや体験の
実験場でもあります．NTTが今回の万博
で取り組むのは，従来の万博パビリオンと
は一線を画す，柔らかく人々を包み込む
“NATURAL”な建築の実現です．新素材が
日本で初めて構造耐力上主要な部分に使わ
れ，環境負荷低減のために植物性素材も活

用されます．さらに世界初の実装となる
DCIによって映像分析やハプティクスを通
じて建築そのものが人間や環境とつながっ
て動き出す，リアルタイムに変容する空間
をつくりあげます．これらの空間がどのよ
うに実現されていくのか，NTTパビリオ
ンの建設現場とNTT武蔵野研究開発セン
タの取材をとおし，技術・思想どちらの面
からも新たな挑戦に取り組む様子を多面的
に解き明かしていきます．
■IOWN×建設・製造：自在につながる
次世代工場の姿（遠隔工場保守点検）
IOWNがネットワークにもたらす変革は，

ものづくりの未来をも変えていきます．現
在IOWN GFのユースケース検討プロジェ
クトとして進んでいるのは，三菱ケミカル
グループの化学プラントを舞台にした遠隔
工場保守点検のPoCです．最先端のロボッ
トやドローンを導入し，APNによって離
れた拠点をつなぐことによって数100 km
離れた工場の異変をリアルタイムに検知す
ることをめざします．今回，五反田・大手
町・お台場間をAPNでつなぎながらロボッ
トの遠隔操作の検証を実施しているNTT
コムウェアとNTTデータのPoC現場を取
材しました．デジタルツインも導入しなが
ら進んでいくPoCの現場からは,未来のも
のづくりの世界がみえてきました．
■IOWN×エネルギー：光電融合がもた
らすエネルギーの革新（光電融合デバイ
ス）
IOWNの変革はネットワークだけでな

くコンピューティングの領域でも進んでい
きます．変革のカギを握る光電融合デバイ
スは着実に発展を続け，研究開発フェーズ
を越えて量産フェーズへの移行への挑戦も
進んでいます．シリコンフォトニクスから
メンブレンフォトニクスへ，さらなるデバ
イスの小型化は，世界の半導体産業へ大き
なインパクトを生み出す可能性を秘めてい
ます．その変革の中心地となるのが，NTT
の厚木研究開発センタと新光電気工業です．
この 2 拠点を訪問し，従来よりも格段に小
型で低消費電力も実現する半導体パッケー
ジや高精度な製造技術と組み合わせた光電
融合デバイスの量産にかける思いを取材し
ました．

図１ 4つのルポルタージュ扉絵（上段左：海外データセンタ，上段右：大阪・関西万博DCI実装，下段左：遠隔工場保守点検，
下段右：光電融合デバイス）
図 １ �　 4 つのルポルタージュ扉絵（上段左：海外データセンタ，上段右：大阪・関西万博
DCI実装，下段左：遠隔工場保守点検，下段右：光電融合デバイス）
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ROUNDRABLE：IOWNが見せ
る，ナチュラルなスマートシティ
の可能性

コロナ禍を経て人々のライフスタイルも
変わり，昨今の街づくりは，高齢化や災害
への対応なども含めリアルな課題がますま
す顕在化しています．かつてに比べて「ス
マートシティ」への期待も変わっていく中
で，IOWNは街づくりにどう貢献できる
のか，パノラマティクス主宰として長年都
市開発におけるテクノロジー活用の可能性
を模索してきた齋藤精一さんをゲストに迎
え，都市の中でのIOWN活用に取り組む
NTTグループメンバー（NTT，NTTコミュ
ニケーションズ，NTTドコモ）がこれか
らの街づくりの可能性を論じました（図 2）．
対談では具体的な街づくりのIONW活用
例の紹介から始まり，通信インフラが街づ
くりを決め，地域の価値を再定義する将来
の姿について議論が繰り広げられました．
人や地球にも優しいIOWNの存在によっ
て，街づくりに必須となる人々の「活動」
を起こしやすい場が提供され，都市と都市
との関係性なども変わっていく未来の可能
性についても意見が交わされました．

PERSPECTIVE：広がりゆく
IOWNのネットワーク

現在IOWNはその実装に向けてさまざ
まな領域で実証が進んでいますが，注目す
べきは，どのプロジェクトにおいてもNTT
単体ではなく多くの企業とのパートナーシッ

プやコラボレーションが重要なカギを握っ
ていることにあります．さらにそのネット
ワークは，企業の壁も国境も産業の領域も
越えて広がろうとしています．この企業の
壁を越えていく代表的な取り組みといえる
の が2020年 1 月 に 設 立 さ れ た「IOWN 
GF」です．インテルコーポレーションと
ソニー株式会社（現ソニーグループ株式会
社），NTTの 3 社が設立したこの国際団体
は，IOWN構想の実現に向けてさまざま
な領域の企業とのつながりを蓄積してきま
した．メーカや通信事業者，ITベンダはも
ちろんのこと，Googleのような大手プラッ
トフォーマーや広告代理店など多種多様な
企業の参画によって，異なる領域の技術や
知恵が集結する場となっています．

IOWN GFの活動の特徴は，実現すべき
スマートな世界をより具体的に描き，実現
していくために，ユースケースの検討にも
取り組んでいることにあります．実際に今
回のルポルタージュでも紹介した化学プラ
ントにおけるPoCもこうした企業どうし
のコラボレーションから生まれてきたもの
であり，万博におけるDCIの実現において
もハードウェアの提供などの面でフォーラ
ム参画企業からサポートを得ることが少な
くなかったと言います．単にさまざまな産
業の企業が参画する業界団体として存在す
るだけではなく，実際にそれぞれがIOWN
の実現に向けて盛んに議論を交わし，実装
のために手を動かしています．

こうした企業間連携にとどまらず，現在
NTTは台湾の中華電信とパートナーシッ
プを締結し，世界初のIOWN国際間APN

の開通を実現しました．中華電信のデータ
センタからNTT武蔵野研究開発センタま
でAPNを開通し，約3000 kmの長距離を
片道約17 msの低遅延かつ揺らぎのない安
定した通信が実現されており，今後は国際
間APNを用いたグローバルレベルでの
IOWN ビジネス展開も推進される予定
です．

お わ り に

本稿で紹介してきた事例のみならず，遠
隔医療やエンタテインメントをはじめ，あ
らゆる領域で多くのIOWNを活用した挑
戦が続いていきます．こうした挑戦は現代
社会が直面する多くの社会課題とつながっ
ていることはいうまでもありません．ナチュ
ラルなテクノロジーの可能性を追求してき
たNTTは，人と地球の未来のためにテク
ノロジーがどうあるべきか考え続けてきま
した．IOWN構想とは，新たなコミュニ
ケーション基盤の確立であると同時に，こ
れからの人と地球を支えるテクノロジーの
あり方を提示するものになっていきます．

NTT研究企画部門では今後もテクノロ
ジーの動向とNTT R&Dの取り組みについ
て発表していきます．今回発表した資料は
NTT持株会社ホームページ（１）よりダウン
ロードしていただくことが可能ですのでぜ
ひご覧ください．
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テクノロジーとNTT R&Dの動向をまとめた「NTT 
IOWN Technology Report 2024」のオンライン
PDFを発行しています．お客さまとのコミュニケーショ
ンへご活用いただければと思います．

◆問い合わせ先
NTT 研究開発マーケティング本部
研究企画部門　R&D戦略担当
E-mail　technology_report-ml ntt.com図２ 対談の様子図 2　対談の様子
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